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北西太平洋から得られた鉄マンガンクラストの超微細磁気層序から推定した成長速度
Sub-millimeter scale magnetostratigraphy of ferromanganese crust from north western
Pacific: High fidelity estimate of growth rate
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鉄マンガンクラストには数千万年にわたる海洋環境の記録が残されており、正確な形成年代を決定することで
過去の地球環境変動の復元が可能になるのではないかと期待されている。近年注目されている年代決定の手法
として、古地磁気学的手法を用いたものがあり、いくつかの先行研究がなされている。そのなかでも最も新し
い研究であるOda et al. (2011)では超伝導量子干渉素子(SQUID)を利用した走査型SQUID顕微鏡(Scanning
SQUID Microscope : SSM )を用い、85 µmという高分解能での磁気測定の結果を得て、その結果を古地磁気極性
年代表とうまく対比することに成功した。対応に基づき推定された成長速度は5.1±0.2 mm/Maであり、これは10

Be/9Be法で推定された6.0±0.2 ㎜/Maと整合的であった。 
 本研究では、南鳥島南西方約15 Kmに位置する拓洋第5海山(22°41.04’N, 153°14.63’E, 2239 m )より採取され
た鉄マンガンクラストを対象とし、SSMを用いた磁気測定による形成年代および、成長速度の推定を目的とし
た。 
 具体的な方法については、採取された試料から成長方向に垂直に切り出し作成した一辺19 mm、厚さ30-50 µ
mの薄片を測定試料とし、自然残留磁化の段階交流消磁(0-80 mT)および、SSMによる磁気測定を行った。測定さ
れた磁気データには外部磁場などのノイズが含まれていたため、補正を行い試料の磁気データのみを取り出し
た。補正後の磁気データからイメージ図を作成し、薄片試料写真と重ねることで磁気イメージ図の最表層部分
を決定した。結果として試料の最表層(0mm)から最下層(19mm)では9回の地磁気逆転が確認できた。地磁気逆転
がみられる深度と古地磁気極性年代表を対比し年代および、成長速度を推定した。推定した成長速度は 3.1±
0.1 mm/Maとなり、これは10Be/9Be法で推定された成長速度3.5±0.3 mm/Maと比べ整合的な値となった。
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